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● ＳＯＡＳ図書館における蔵書構築
　
ロンドン大学ＳＯＡＳ図書館は
アジア、アフリカ、中近東に関する教育と研究を目的とし一九一六年
に
設
立
さ
れ
た
S
chool of O
ri-
en
tal an
d A
frican
 S
tudies （
東
洋アフリカ研究学院 以下ＳＯＡＳ
と
呼
ぶ
）［
設
立
当
初
は
S
chool 
of O
rien
tal S
tudies （
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）］
のための図書館であり、ロンドン近郊の倉庫に保管してい 文献も含めると、現在約一二〇万冊を所蔵する。大学の教育および研究対象にあわせ、人文学と社会学の全て
の
分
野
を
収
集
し
て
き
た。
ヘ
イ
タ
ー
報
告
書
⑴（
一
九
六
一
年
）
以
降、ナショナル・ライブラリーしてＳＯＡＳ以外のイギリス国内の学生や研究者にも資料を提供している。アラビア語、中国語、日本語をキー言語とする大学の方針
にあわせ、これらの言語資料収集に
は
予
算
を
少
し
多
め
に
取
っ
て
い
る
。
　
現在ロンドン大学という組織は
存在せず、ＳＯＡＳはロンドン大学を名乗ってはいるものの単独大学であり経営も独立している。学部の図書館はもたず、全て 資料
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
図
書
館
に
集
め
て
い
る
。
　
図書館では授業で必要とする資
料以外の地域研究を対象としない資料の収集は積極的に行っていない
⑵。
収
集
対
象
外
の
資
料
は
他
の
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た予
算
を
地
域
研
究
に充
て
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
大
学
図
書
館
は
、
適
用
レ
ベ
ル
の
差
は
あ
る
も
の
の
イ
ギ
リ
ス国
内
の
大
学
に
所
属
する教
職
員
と
博
士
課
程
の
学
生
に
対
し
ても
入
館
証
を
無
料
で発
行し
図
書
の
貸
し
出
し
を
行
う
（
S
C
O
N
U
L
 
A
ccess
⑶
）。
ま
た、
学
部
修
士
課
程
の学生にも無料で入館証を発行し
利用を許可する取り決めを他のロンドン大学図書館数館と結んでいる。徒歩三〇分の距離にある大英図
書
館
の
利
用
を
勧
め
た
り、
イ
ン
ターライブラリーローンによりイギリス国内外の図書館から資料の借り入れを行うことで、ＳＯＡＳの収集範囲を超えた研究のサポトをしている。●
 サブジェクト・ライブラリアンの役割
　
二
〇
一
三
年
は
な
ぜ
か
日
本
の
大
学・
研
究
所
な
ど、
計
四
機
関
か
ら
「サブジェクト・ライブラリアン」に関する調査を中心とした訪問を受けた年だった。　
ＳＯＡＳにおける「サブジェク
ト・ライブラリアン」は担当する地域または学科の全てに関わる。資料を選び、学内外からの問い合わせに答え、利用者向けのリサー
チ講習会を行い、助成金を探し、サブジェクト・ガイドを通し資料紹
介
や
リ
サ
ー
チ
の
方
法
を
紹
介
す
る。本が書架にないと言われれば探しにも行くし、ページが外れたと言われれば糊付けもする。ブログを毎日更新したり、研究成果を出版したりす 人 いる。ＳＯＡＳ地域研究担当の場合はカタログも
と
る。
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
ラ
イ
ブ
ラ
リーとしてＳＯＡＳ以外の研究者や学生のリサーチや要望にも対応する。部屋に篭って仕事をしている反面、 や研究者に接する機会の多い仕事でもある。　
一九九五年にＳＯＡＳの日本・
コリア研究資料担当として今の仕事
を
始
め
た。
当
時
は
他
に
ア
フ
リ
カ、古代中近東・ユダヤ学、中近東、中国、東南 ジア、南アジアの地域研究担当に加え美術担当と人文・社会学担当が図書館 蔵書構築に関わっていた。私以外は全て二〇年以上その職にあり、重鎮的な存在感を放っていた。イギリスではサブジェクト・ライブラリアンはほとんど動かない。三〇年以
上
を
同
じ
図
書
館
の
同
じ
コ
レ
ク
ションのために働き退職する人がほとんどである。コレクションある階には担当とそのアシスタン
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
図
書
館
─
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
役
割
─
─特 集─
新しい
研究図書館を描く
海外の実践にみる知の集積・発信のいま
小
林
富
士
子
【
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
役
割
と
図
書
館
間
連
携
】
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トのオフィスがあり、隣には参考図書室を置き、個々のコレクションを単位として図書館は構成されていた。一つ 資料を巡ってどちらのコレクションに入るべきかという担当間の地域紛争もしばしばあったりと、良くも悪くも担当の個性が実によく反映されていた。　
二〇〇五年、専門職レベルでの
サブジェクト・ライブラリアンは不要ということで四人の強制解雇未
遂
の
後
⑷、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト・
ラ
イ
ブラリアン アシスタントというオフィス単位の運営からサブジェクト・ライブラリアン全員が同じ階の隣接する三つのオフィスで仕事をする中央運営型に移行した。　
現在は一一人のサブジェクト・
ライブラリアンが仕事を分担している。一九九五年当初の七地域と美術のポジションは維持され、一人で担当していた人文・社会学のポジションは法律、経済・政治、文化人類学・言語の三職に分かれた。それまでの地域毎に大学すべての学部と研究センターを支えると
い
う
方
針
か
ら、
学
部
毎
に
サ
ブ
ジェクト・ライブラリア が担当する方針に移行した。実際には、学部は一一以上あるので、複数学部を担当する場合もある 具体
的には日本・コリア担当が日本・コリア学部と関わって仕事をしていくことは変わらないし、日本研究
セ
ン
タ
ー、
日
本
宗
教
学
セ
ン
ター、コリア研究センターを通してそれぞれの学部の先生方や博士課程の学生と関わることにも変わりはない。しかし、新たに加わった
地
域
研
究
以
外
の
学
科
担
当
が
歴
史、法律、経済など、それまで学部
を
対
象
と
し
た
資
料
説
明
が
難
し
かった学部の授業に出向くこ ができるようになった。また、現在の構造では、それまで地域に焦点をあてた資料収集の際には見落とされていた複数の地域を扱う資料も
幅
広
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。実際の仕事内容は一一人が少しずつ違う。●
 例えばアフリカ・コレクション
　
私はアフリカ担当と二人で二四
平方メートルぐらいの部屋を共有している。日本・コリアとアフリカというのは不思議な組み合わせなのだか、論理的な理由はな 。オフィス・アワーも予約制度もないので、来館者は つでも質問に立ち寄れる。どちらかが不在の際は
簡
単
な
質
問
に
限
り
お
互
い
に
カ
バーし合う。　
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
ア
フ
リ
カ・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
全
体
を
カ
バーしている。例外として、エジプトは中近東のコレクションに入る。国によっ は英語・フランス語の資料はアフリカ・ンで収集し、アラビア語資料は中近東コレクション 入る等が、資料収集の方針と て明記されている。人文・社会学全般を収集するコレクション 七五％が英語・ランス語を主体とする欧米言語である。言い換えれば、アフリカ諸言語資料だけでは研究が成立しないということでもある。日本語文献を使わなければ研究できないとい
う
日
本
学
の
状
況
と
は
全
く
異
な
る
。
　
二〇一四年現在、ＳＯＡＳのア
フリカ学部および語学センター教
え
て
い
る
言
語
は
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス、アムハラ、ハウサ、イボ、ソマリア、スワヒリ、ヨルバ、ズールーの八言語に限られるものの、図書館での収集状況は一〇〇言語を超える。アフリカ言語の資料に限り言語学と文学を中心 収集している。アフリカ担当は 諸言語の文献を購入することは難しいと話す。ほとんどの国に図書 出版流通システムがない。二〇〇〇と
も三〇〇〇とも数えられる言語を全て収集することは不可能だろうが、少なくとも入手できる場合は言語を問わず一文献は資料として収集するという歴代の方針を維持しているとのこと。かつてのような、教職員が現地に赴いて図書購入
を
行
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
も
の
の、院生が野外調査で訪れた際に購入することによってのみ収集可能な国がまだたくさんあ のが現状だとも話 。数年前までは現地の業者に図書を購 して送ってもらうブランケット・オーダーを利用したこともあるが、小説に偏る傾向がある で現在は利用していな
い。
南
ア
フ
リ
カ
以
外
は
ロ
ン
ド
ン、スウェーデンに拠点を置く代理店を通してアフリカからの出版物を選書し購入をしてきたが、頼りにしていた二、三の取扱い店から連絡が途絶えてしまっているという。高齢の店主の後継者がいないというのが原因らしい。　
同
僚
は
ア
フ
リ
カ
研
究
資
料
を
担
当
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ル
ー
プ
U
K
 L
i-
b
rary &
 A
rch
ives G
ro
u
p
 o
n 
A
frica （
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
Ａ
）
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
連
絡
会
E
L
IA
S
（
E
u
ropean
 L
ibrarian
s in
 A
fri-
can S
tudies ）
のメ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
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他機関のアフリカ担当との協力や意
見
交
換
な
ど
も
大
事
な
仕
事
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
ヨーロッパ諸国の研究機関や博物館の資料担当者の団体はアフリカ以外の地域研究や研究分野にもあり、サブジェクト・ライブラリン全員が 部組織とも関わって仕事をしている。●韓国の試み　
最近サブジェクト・ライブラリ
アンを巡って興味深い動きがあった。韓国は韓国 際交流財団を中心に海外の大学図書館をさまざまな
面
で
支
援
し
て
き
た。
図
書
の
寄
贈、データベースの経済的な支援など、韓国資料を扱うイギリス国内のほとんどの図書館が恩恵を受けて来た。二〇一三年八月、財団は初の試みとして欧州の大学図書館と公共図書館を対象とする図書館員雇用に関する経済的援助プログラムを発表。ＳＯＡＳでは 年間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て、
現
在
カードカタログを使っての 検索可能な書誌全てをオンラインカタログ化する職員の雇用のため 助成を受けることになった。　
続
い
て
一
二
月
に
は、
G
lobal L
i-
brary In
tern
ship P
rogram
（
一
時的な名称）の可能性の調査を始めた。概要は図書館情報学の学位または修士号（博士号も可）を持ち、英語で仕事をすることが可能な研修生を韓国内から選抜し六カ月から一〇カ月欧州に派遣するいうものである。海外の図書館で韓国学研究司書としての経験ることにより、次の世代の専門家を育成することが最終目的であると明記している。財団はサブジェクト・ライブラリアン 韓国学に携わる研究者および学生にとってなくてはならないものであり、適材を増やすこ は韓国研究の世界的発展につなが 記している。　
現時点ではまだ可能性を調査し
ている段階であり、ＳＯＡＳが研修の場を提供できるかどうかも未定であるが、インターネットの普及と検索機能の向上により資料の入手が以前よりも簡単になりつつある今、韓国研究の発展を担うのはサブジェクト・ライブラリアンとした韓国国際交流財團 新企画は興味深い。●日本に期待すること　
日本研究のための資料説明会を
すると必ず出る質問は「日本語雑誌
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か」
。「答えはイエス＆ノーです。
」
と言い続けて既に一〇年ちかい。ＳＯＡＳの必要とする人文社会学系のフルテキスト・データベースとなると紹介できるものがない。C
iN
ii A
rticles と
J-S
T
A
G
E
を
紹
介
しているが、利用者はもっと包括的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
希
望
し
て
い
る
。
　
資料説明会に集まる学生達は雑
誌
に
関
し
て
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン・
データベースに移行している。本は伝統的な紙の「本」で読みたい半面、雑誌はデ タベースを使たいという学生がほとんどと うのがここ一〇年ぐらいの反応である。
今
年
の
説
明
会
で
は
本
も
ス
ク
リーン上で読む も少数いた。　
日本語資料の検索も入手もはる
かに楽になってきている。新聞のデータベースや参考図書のオンライン版も充実してきた。しかし、中国研究や韓国研究では提供可能なことが日本研究では提供不可状態が長く続いていることも事実だ。
「
雑
誌
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト・
デ
ー
タベースが欲しい。
」「電子化の際
はＤＶＤ版やブルーレイ版ではなく、オンラインで提供してください。
」
欧
米
の
日
本
研
究
担
当
が
集
う
会では必ず耳にする希望事項だ
　
たくさんの出版物のなかから必
要とする資料を探し出すことは、時間がかかる作業であり、時にとても難しい。全文データベースが望まれる一因でもある。現時点では索引データベースが収録する分野と内容には限り あり、複数のデータベースを探しても拾えない文献がまだまだ多い。国際社会からの日本理解を深めるために 、情報・研究資料へのアクセス向上は必須事項だと痛感する。　
ＳＯＡＳ図書館でもデジタル化
の作業が細々ではある 行われている。優先されるも は貴重資料であり、それ以外の資料のデジタル化の予定は今のところない。戦前に発行された日本語雑誌も多数所蔵しており、紙 状況 大変悪いものもある。誰かがコピーをしたらボロボロと朽ちてしまうかもしれな 状態のものもあり、今後のことを考えるとデジタル化が望ましいとわかっていて 予算が足りない。海外の図書館からの視点では、このような資料は日本でデジタル化され、広く公開されることを期待してしまう。　
日本研究資料の蔵書構築を考え
る際、ＳＯＡＳでの一番 問題は実は書架スペース ある。日本研
特集　新しい研究図書館を描く 
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究に限らず図書館全体が抱える問題であり、サブジェクト・ライブラリアンそれぞれには資料廃棄の圧力が上からかかる。学生数の増加にともない、館内の学習スペースが拡張され、結果として書架面積は減少し、今後更に減少す 計画が持ち上がっている。倉庫も利用しているもののロンドンの地価は高い。利用されない資料は廃棄も考えてみ はと上から言わ ても、勿論そんな簡単な問題ではなく現時点で そのつもりはない。倉庫に入れても支障がな 資料みを選択して入れると う方法ではなく、まとまったセクションとして入れるという方針のため、それぞれの担当は苦心もするし、利用者にも不便をかけている。　
イギリスのほとんどの大学図書
館は教科書を重複本として所蔵している。ＳＯＡＳ また授業で指定された書籍は受講生の人数に応じて購入す 現在は重複本は一〇人毎に一冊購入し、最高一〇冊までとし いる。ほとんどが英語書籍である。配架スペースの問題とできるだけ多くの学生が利用できるよう、最近では重複本は電子版の購入が可能な場合は電子版を提供するようになった。学生 反
応はよい。中国担当は書架スペースの問題を緩和するため、少数ではあるが中国語資料を紙媒体ではなく電子版に切り替えて購入を始めた。日本語学術書籍の電子版も最近増えてきているが、料金の設定が紙よりも高いことと、縦書のＰＤＦをＰＣで読む際の不便さを考えると、まだＳＯＡＳで導入できる環境ではない。日本語電子書籍の今後にも注目している。●
 ＳＯＡＳコレクションの今後の課題
　
二〇一二年のＳＯＡＳ総学生数
は五〇二九名。学部学生は総数二六一八名。そのうちアジア・アフリカ・中近東の言語習得のため、他の学生よりも一年長い四年をかけ
て
卒
業
す
る
予
定
の
学
生
は
約
三
二％。政策のため授業料が前年の三倍になっても新入生の数と割合はほぼ変わらなかっ 。卒 論文には地域の言語での文献資料 利用を課せる学部も多い。地域研究に焦点をあてた大学院生 数も少しずつ増えてい 。地域によっては、その地の言語資料を使 ずには研究は出来ない状況は今後 変わらないということからも、図書館資料の収集方針 大きな方向変
換はないだろう。　“
グ
ロ
ー
バ
ル
”
な
視
点
か
ら
経
済
や文化を読む講座がＳＯＡＳでも増えてきているが、グローバルであることはそれぞれの地域の深い理解が基にあるべきであるといことから、図書館は従来どおり各地域に焦点をあてた資料 中心に集めている。限られた予算内で蔵書の全体的なバランスを考慮しながら現在と将来の需要 見極めて収集していく一方で、データベース購読経費の増加にともない、今までと同額の予算をそれぞれの地域研究に配分できるかは疑問だ。先にも触れた書架スペースの問題もあり、どの資料を め のかという判断には益々厳密さが要求される。（
こ
ば
や
し
　
ふ
じ
こ
／
S
chool of 
O
rien
tal an
d
 A
frican
 S
tu
d
ies, 
S
ubject L
ibrarian
）
《注》⑴
 H
ayter R
eport は一九四六年の
ス
カ
ー
バ
ラ（
S
carbrough ）
報
告書に次ぐイギリスにおける地域研究の重要性と特別予算の割りあてを推奨したもの。 G
R
E
A
T
 B
R
IT
A
IN
. (1
9
6
1
). 
R
eport of th
e S
u
b-C
om
m
it-
tee on
 O
rien
tal, S
lavon
ic, 
E
ast E
u
ropean
 an
d
 A
frican
 
studies. L
on
don
, H
. M
. S
ta-
tion
ary O
ff. p.1
0
9
⑵
 S
O
A
S
 L
ibrary collection
 de-
ve
lo
p
m
e
n
t p
o
licy
: h
ttp
://
w
w
w
.so
a
s.a
c
.u
k
/lib
ra
ry
/
ab
o
u
t/co
llectio
n
d
evp
o
licy/ 
(2
0
1
3
.1
2
.2
6
)
⑶
 S
C
O
N
U
L
 A
ccess http://w
w
w
.
sco
n
u
l.ac.u
k/sco
n
u
l-access 
(2
0
1
3
.1
2
.2
6
)
⑷
 h
ttp
://w
w
w
.th
e
g
u
a
rd
ia
n
.
c
o
m
/e
d
u
c
a
tio
n
/2
0
0
5
/
n
ov/1
6
/h
igh
ered
u
cation
.cu
t-
san
d
clo
su
res (2
0
1
3
.1
2
.2
6
)
注）六月の時点では美術と古代中
近
東
を
含
む
四
人
が
対
象
だ
っ
た
。
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